
Ⅱ－5　総合的な学習の時間　全体計画 新島村立式根島中学校
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○ ○ ○

教科･領域との関係

①学習方法に関すること

地域の人に話を
聞く機会を設け
る

特活・道徳

各学年の活動内容と指導の重点
第１学年活動内容 第２学年活動内容 第３学年活動内容

【地域の実態】 【生徒の実態】

【教師の願い】
自ら進んで活動できる生徒

豊かな発想力をもち表現できる
生徒

式根島で育ったことを誇りに思
える生徒

将来に向けて職業観や勤労観を
養う

自己を知るとともに、職場体験
を通して職業観を養う

○ 自己を知るとともに、職場訪問
を通して職業観を養う

　　　　学校教育目標

 ふるさと式根島を愛し、
   心身ともにたくましい生徒

 ○すすんで学び考える生徒
 ○人も自分も大切にする生徒
 ○心身ともに健康な生徒

素直な生徒が多い
積極性に欠ける

○ ○

郷土理解学習

＜育てようとする資質や能力及び態度＞

少子高齢化が進んでいる

キャリア学習

白砂青松に囲まれ、自然
が豊かである

漁業、観光が産業の中心
となっている

【保護者・地域の願い】
式根島を誇りに思う子に
なってほしい

基礎的、基本的な学力を
身に付けてほしい

他者との関わりの中で自己表現
する力が乏しい

各教科

家庭学習の習慣が身に付いてい
ない

自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より良く問題を解決する資質や能力を育て
るとともに、学び方やものの考え方を身に付ける。

　＜総合的な学習の時間の目標＞

問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えることが
できるようにする。

(1)

① キャリア学習

(2)

地域との連携

地域の教材開発
を行い積極的に
活用する

②自分自身に関すること

問題解決的な学習の
ための技能の習得 ア．情報を収集し、課題を発見し解決しようとする力

イ．わかりやすくまとめ、表現する力
地域の人材を積
極的に活用する

③
課

課題追究学習

ア．他者と協同して課題を解決する力

① キャリア学習

領域学習から学ぶ場
の設定 ア．自分の意志を決定する力

イ．自分の生き方について考える力
③他者や社会とのかかわりに関わること自己をみつめ、自己を

知る場の設定

郷土理解学習

○

①

②

○○

第１学年：指導の重点

○ 郷土を知ることを通して、郷土
の文化や歴史に関心をもたせる
私の未来と島つくりというテー
マの中から課題を追究しふるさ
とを語れる態度を養う
表現力言語能力を養う

② 郷土理解学習 ②

第２学年：指導の重点 第３学年：指導の重点

指導と評価の一体化

③
課

課題追究学習 ③
課

課題追究学習

○ ○

職業人に話を聞く会 ・ 各教科との関連を意識
した学習活動の展開

＜学習活動＞ ＜指導方法＞ ＜評価＞

・
自己評価や相互評価を
積極的に取り入れる

・ キャリア学習

郷土理解学習

・ 島外学習

修学旅行や島外学習で学
んだことをまとめる

・ 言語活動を積極的に取
り入れた学習活動の位
置付け

郷土体験学習を通じて学
ぶ

・ 課題追究学習 ・ 学期末や学年末におけ
る指導計画の見直しと
改善

自分の課題設定・調べ・
追究・発表

・ 対話、コミュニケー
ション表現活動を重視
した学習活動の充実・ それぞれの学習内容

の実施要項を検討し
共通理解を図る

・

教務部総合的な学習
の時間担当が全体の
調整を行う・

総合的な学習の時間
の学年担当を置き連
絡調整にあたる

・

学年を中心に全教職
員が指導にあたる体
制を確立する

・

・

郷土を知ることを通して、郷土
の文化や歴史に関心をもたせる
日本の中の式根島というテーマ
の中から課題を設定し、調べる
力発表する力を養う
表現力言語能力を養う

郷土を知ることを通して、郷土
の文化や歴史に関心をもたせる
世界の中の日本というテーマの
中から課題を設定し、調べる力
発表する力を養う
表現力言語能力を養う

・

○３年間の郷土理解学習を中心として、私の未来と島づくりへの発表を行う。

＜指導体制＞
・ 課題意識を喚起する指

導法の工夫
評価計画の作成

職業を知る・職場訪問
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